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グループ全体の受注高は前年同期比６％減の８８９億円、売上高は前年同期
比８％減の８７６億円となりました。営業利益は前年同期比２８％減の４２億円
となりました。

当期利益は２７億円、当期包括利益は３３億円となりました。
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T&M事業は減収減益となり、営業利益率は３．６％となりました。

欧米でのリストラ費用およびM&A関連費用約４億円を除く、調整後営業利益率
は４．２％となりました。

PQA事業は増収増益となり、営業利益率は６．６％となりました。



第４四半期の連結及びT&M事業、PQA事業の営業利益率はそれぞれ

連結 １０．１％

T&M ８．３％

PQA １１．７％

となりました。
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T&M事業は、スマートフォン市場において、全般的に顧客の投資抑制が継続し
ています。とりわけ、LTE-Advanced関連のR&D市場は、LTEと５Gの端境期で
あったため、投資に慎重な姿勢がみられました。

一方で、自動運転に向けた開発競争が激化するオートモーティブ市場や、カテ
ゴリーM、NB-IoTといったオペレータ主導のセルラーIoT分野の開発案件が、具
体化してきています。また、国内・海外の主要オペレータが5G実証実験の計画
を発表するなど、5G商用化に向けた動きが具体化しつつあります。

ネットワーク・インフラの高速化投資が活発化しており、光モジュール開発・製造
用の計測器の需要は堅調に推移しています。

PQA事業は、国内・海外ともX線検査機の需要が堅調で、全ての地域で伸びて
います。
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営業概況のとおり、T&M事業の事業環境は、スマートフォン関連市場の端境期に
あたることから、投資抑制が続いてきました。

一方で、３GPPの５G標準化前倒しで、各国キャリアの２０１９年の商用化に向けた
動きが具体化してきました。そのために、「５G Development」および「LTE-
Advanced」関連市場で、開発用需要の動きが予想されます。なぜならば、2017年
12月に標準化予定のNSA-NR（Non Standalone New Radio）では、５Gの実現のた
めLTE-Advancedの技術を利用することを前提としており、今後の５Gの実現に向
けてLTE- Advancedは、不可欠な技術となるからです。
また、LTE- Advancedの高速化（１Gbps）に対応した開発用測定需要が見込まれ
ます。

「Network Reshaping」関連市場は、データセンターの高速化、大容量化実現のた
めの光モジュール評価用ソリューションの需要が堅調です。１００Gbpsの光モ
ジュール製造用測定需要と、さらなる高速化の実現に向けた４００Gbpsの光モ
ジュール開発用測定需要が堅調です。



T&M事業の第４四半期受注高は、LTE‐Advanced開発用計測器やスマホ製造ベン

ダーからの需要獲得などにより、１７３億円となりました。

しかしながら、通期では、全ての四半期で前年度割れであり、依然として厳しい
受注環境が続いています。

PQA事業の第４四半期受注高は、四半期としては過去最高の６１億円で、通期２
０６億円を達成しました。

なお、受注残高はグループ全体で１８２億円（前年同期比２％増）、T&M事業で１
３２億円（前年同期比４％減）でした。
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地域別通期の売上は、日本市場でPQAの売上が好調であったため、前年比３％の増
収となりましたが、T&Mは前年並みでした。米州市場は前年比１６％、EMEA市場は
８％、アジア市場は１３％、それぞれ減収となり、海外全ての地域で前年を下回りまし
た。
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運転資本の効率化等により、営業キャッシュフローを着実に獲得しています。2015年度
は、グローバル本社棟の建設を含む有形固定資産の取得による支出が主なもので
す。
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営業キャッシュフローは、９２億円の資金獲得となりました。
投資キャッシュフローは、３７億円の支出でした。

その結果、フリー・キャッシュフローは５６億円の資金獲得となりました。

財務キャッシュフロー 資金流出２８億円の主なものは、配当金の支払い

２７億円（１株配当 ６月：１２円、１２月：７.５円）です。

以上の結果、現金同等物期末残高は、期首残高より２３億円増加の３９７億円と
なりました。



２０１８年３月期の通期業績の見通しは上記のとおりです。

T&M事業の売上高は、「スライド９の事業機会」を確実に獲得することで、前期比
３％の増収を見込みます。営業利益は、５G関連の開発投資を重点的に行うた
め、前期並みの水準にとどまる見込みです。

PQA事業は、前年度に引き続いて、国内外の食品加工市場における品質保証
ニーズを、最適なソリューションの投入で確実にとらえて、売上高２１５億円を目
指します。
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当社は、株主の皆様に対する利益還元について、連結業績に応じるとともに、総
還元性向を勘案した利益処分を行うことを基本方針としております。
剰余金の配当については、連結当期利益の上昇に応じて、親会社所有者帰属持
分配当率（DOE：Dividend On Equity）を上げることを基本にしつつ、連結配当性
向３０％以上を目標としており、株主総会決議もしくは取締役会決議により、期末
配当及び中間配当の年２回の配当を行う方針です。

次期の配当は、次期業績見通しの達成を前提として、１株当たり年間１５円（うち
中間配当７．５円）を予定しております。
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２０１７年度を最終年度とする３ヶ年計画ＧＬＰ２０１７は、２０１５年度の終了時点で、計
測事業の劇的な環境変化によって未達の見通しとなることを報告しました。その後、経
営構造改革施策で業績悪化に対する歯止めに注力するとともに、５G/ＩｏＴの事業機会

に向けた成長投資を実施してきました。２０１７年度も、この経営方針を継続して、強固
な経営基盤の構築に努めます。



今年度は、２０１８年度を初年度とする３ヶ年計画ＧＬＰ２０２０の編成に向けて、成長ド
ライバーを確実にキャッチし成長性を回復するとともに、強靭な利益体質の構築に向け
た基盤固めに取り組みます。
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中長期の事業戦略の基本方針は、成長ドライバーを確実にキャッチし利益ある持続的
成長を実現することです。

主力のT&M事業の成長ドライバーに変更はありません。あらゆるものが様々な方式で
インターネットに繋がる社会(5G/IoT)が実現されようとしています。アンリツはその実現
を支える通信技術の発展の中で事業機会を確実にとらえていきます。

PQA事業の成長ドライバーは「安全・安心と健康の増進」です。

中長期の経営基本戦略において目標とする成長率、利益率、ROEは上記のとおりで
す。
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ＧＬＰ2020における計測事業の戦略と成長機会を紹介します。
「いつでも、どこでも、安全、安心、快適につながる」ことにより社会価値と顧客経験価
値 (カスタマ・エクスペリエンス) を提供するブロードバンド環境を実現する為の技術進
化は、とどまるところを知りません。端末の測定にかかわる”モバイル事業”と、無線イ
ンフラの測定にかかわる”ネットワークインフラ事業” 其々の分野で大きな成長機会が
具現化してきています。
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MWC2017では、世界の主要通信事業者およびベンダー22社が共同で第5世代移動通
信システム（5G）の早期仕様策定に向けた共同提案に合意しました。その後、クロアチ
アで開催された３GPPのPlenary会合で、5Gの早期仕様策定に向けた共同提案書に名
を連ねた企業は47社に広がりました。
この５G仕様策定のスケジュール前倒しによって、2019年中の5Gの商用展開の可能性
が高まってきました。
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LTE- Advancedの高速化（１Gbps）を実現するためのGigabit LTE端末が、紹介され
ていました。
また、アンライセンスバンドを利用するLAA対応の端末も紹介されており、今後、５G
商用化に向けた投資は勿論のこと、LTE-Aへの投資も期待出来ます。



自動車メーカーのコネクテッドカーの出展が目立つ中、V2Xのライブデモが４つのユー
スケースで行われました。
当社は、11p方式のV2X無線システムの開発、評価、製造の各用途に最適なソリュー
ションを提供します。
また、LTE仕様を拡張した「LTE V2X」も3GPP Release 14として2017年3月に仕様が合
意されました。
「LTE V2X」では、当社の強みであるセルラー測定ソリューションを提供し、車の高度な
安全走行に貢献してまいります。
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当社ブースでは、IoT向けWLANや、5Gテストソリューションコンセプトを提案しました。
チップセットベンダーから相次いでCat.M/NB-IoT対応の商用チップが発表されるな
か、実際のモジュールを使っての無線評価試験が好評を博しました。

MWCでは、近年お客様との個別ミーティングが年々増加してきており、当社ブースは、
当社の測定ソリューションをお客様に深く理解して頂くための有意義な場となってお
ります。
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当社の新製品、MT８８６２ ワイヤレスコネクティビティテストセットに注目が集まりまし
た。
本製品は、スマホの品質評価だけではなく、様々なIoTデバイスの評価試験にも対応し
ております。



(ノート部記載なし)
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